
「
私
は

「
土
俵
」

に
い
る
の

に
、
ど
う

し
て
君
と

相
撲
が
と
れ
な
い
の
か
な
？
」
と
呟
く
翰
国

と
日
本
。
「
相
撲
は
「
土
俵
」
で
取
る
も
の
↓

こ
の
こ
と
は
お
互
い
知
っ
て
い
る
」
が
、
「
立

っ
て
い
る
土
俵
が
辿
う
こ
と
に
気
付
か
な
い

次
の
図

が
第
二
の

原
則
を
示

す
イ
ラ
ス

ト
。

情
報
収
集
の
年
と
提
供
者
の
屈
性
を
記
し

た
の
は
、
時
期
と
立
楊
の
変
化
で
対
立
す
る

名
称
の
併
存
を
示
唆
す
る
た
め
だ
が
、
そ
の

国
を

「他
国
」
に
お
い
て
、
第
二
の
原
則
に

進
も
う
。

「
近
現
代
史
」
「
政
治
」
「
他
国
」
と
い
う

三
種
の
変
数
を
「
関
係
」
と
い
う
概
念
で
結

ぶ
授
業
の
ボ
イ
ン
ト
を
、
と
の
編
集
部
の
依

頼
。

一
衣
帯
水
の
国
と
の
関
係
が
史
上
最
悪

と
さ
れ
る
こ
の
時
期
に
な
ん
と
面
倒
な
。
こ

れ
が
依
頼
瞥
を
読
ん
で
の
最
初
の
印
象
だ
が
、

そ
れ
故
に
こ
そ
関
係
転
換
の
道
筋
珈
見
え
て

き
た
。
そ
れ
を
六
種
に
整
理
し
本
誌
読
者
に

提
供
し
よ
う
。

そ
の
第
一
原
則
は
、
「
近
現
代
史
で
は
事

実
も
真
実
も
―
つ
で
は
な
い
」
で
あ
る
。

近
現
代
史
上
の
事
実
と
さ
れ
る
社
会
事
象

は
、
そ
の
根
拠
と
な
る
政
治
的
文
脈
で
の
意

味
づ
け

（真
実
）
も
含
め
、
事
実
の
構
成
に

関
係
す
る
国
と
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例
を

あ
げ
よ
う
。
次
の
①
ー
③
は
、
戦
後
東
ア
ジ

ア
の
構
図
を
決
定
す
る
争
い
の
名
称
に
つ
い

て
、
関
係
す
る
国
の
友
に
質
問
し
た
結
果
で

あ
る
。

か
な
？
」
と
呟
＜
彩
の
声
が
第
二
の
原
則
。

た
だ
し
、
気
付
く
だ
け
で
は
関
係
を
結
べ

な
い
。
選
択
肢
は
相
手
の
土
俵
に
入
る
、
こ

ち
ら
の
土
俵
に
入
れ
る
、
新
た
な
土
俵
を
創

る
の
三
種
だ
が
、
共
に
顛
守
す
べ
き
原
則
が

あ
る
。
そ
れ
が
第
三
の
原
則

「
異
文
化
理
解

の
方
法
」
。

異
文
化
理
解
の
原
則
は
「
目
線
を
ま
っ
す

ぐ
謙
虚
に
」
。
韓
国
の
夏
、
必
ず
食
ホ
る

曾
岩
令

（パ
ッ
ピ
ン
ス
）
の
失
敗
談
で
説

明
し
よ
う
。

ソ
ウ
ル
市
立
初
等
学
校
の
祖
松
姫
先
生
か

ら
最
近
の
パ
ッ
ピ
ン
ス
の
写
真
が
届
い
た
。

か
き
氷
状
に
削
ら
れ
た
ミ
ル
ク
の
上
に
黄
粉

と
ア
ー
モ
ン
ド
が
乗
る
。
東
京
に
も
専
門
店

が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
日
本
の
か

き
氷
と
融
合
し
た
バ
ッ
ピ
ン
ス
。
韓
国
原
産

は
曾
パ
ッ
（
小
豆
）
を
liO
令
ビ
ン
ス
（か
き
氷
）

に
盛
り
つ
け
た
も
の
。
二
つ
、

日
本
の
か
き

国

異

文
化
理
解
そ
の
1
…
…
融
和
編

国

土
俵
の
違
い
に
気
付
く
こ
と
か
ら

． 憂螂瑯から考ぇる

~ 「近現代史と政治」授業化のポイント

内在的理解と複眼的思考の柔軟な使い分けを

馬居政幸

醒
一
事
実
と
真
実
は

ー
つ
で
は
な
い

①

「
そ
れ
は
ユ
ギ
オ
で
す
ね
」

②

「
私
た
ち
は
抗
美
援
朝
と
い
い
ま
す」

③

「
祖
国
解
放
戦
争
で
し
ょ
う
か
」

い
う
ま
で
も
な
く
朝
鮮
戦
争
の
こ
と
だ
が
、

こ
の
名
称
は
日
本
だ
け
。
①
は

一
九
五
0
年

六
(
O

r

ユ
ッ
ク
）
月
二

(01イ
）
五

(2
オ
）

日
に
北
韓

（北
朝
鮮
）

の
戦
車
が
北
緯
三
八

度
線
を
越
え
て
攻
め
て
き
た
と
の
意
。

一
九

八
八
年
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
の
年
に
訪
問

し
た
戟
国
大
田
市
立
中
学
の
国
史
担
当
教
師

に
教
わ
っ
た
。

②
は
一
九
九
八
年
度
の
私
の
ゼ
ミ
を
受
講

し
た
中
国
人
留
学
生
の
答
え
。
美
国
（
ア
メ

リ
カ
）
に
抗
し
て
、
朝
鮮

（北
朝
鮮
）
を
援

け
た
の
は
中
国
人
民
軍
と
の
意
と
理
解
し
た
。

③
は
北

（北
朝
鮮
）
が
用
い
る
名
称
。
昨

年
夏
、
政
権
交
代
後
の
棉
国
で
の
調
介
中
に
、

研
究
パ

ー
ト
ナ
ー
の
韓
1
国し
1
大
教
授
か
ら
、

こ
の
名
称
へ
の

M
烈
行
が
韓

H
の
現
政
111
々i

支
え
る
人
遠
の
な
か
に
い
る
と
の
見
解

批

判
ー
）
と
と
も
に
得
た
梢
報
で
あ
る
。

氷
と
異
な
る
。

ー
つ
は

友
達
（
恋
人
）
と

一
緒

に
食
べ
合
う
た
め
に

（
情
緒
共
有
の
文
化
）
、

直
径
が
二
0
セ
ン
チ
前

後
と
大
き
い
。
二

つ
は

ビ
ピ
ン
パ
の
よ
う
に
混

L
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ぜ
合
わ
せ
て
食
べ
る

（
新
た
な
味
創
造
の
文
化
）。

こ
の
二
つ
の
文

化
の
価
値
を
知
ら
ず
に
韓
国
の
学
生
と
入

っ

た
店
で
学
生
数
分
注
文
し
、
そ
の
大
き
さ
に

蔑
い
た
の
が
失
敗
ー
。
想
定
よ
り
多
く
並
ぶ

パ
ッ
ピ
ン
ス
に
喜
び
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
混

ぜ
始
め
た
学
生
へ
の
違
和
感
で
行
儀
が
悪
い

と
叱
っ
た
の
が
失
敗
2
。
こ
の
失
敗
の
原
因

は
店
の
ポ
ス
タ
ー
か
ら
日
本
の
か
き
氷
と
同

じ
と
判
断
し
た
こ
と
。
ソ
ウ
ル
の
艇
熙
大
に

客
員
研
究
貝
と
し
て

一
年
間
滞
在
し
た
二
〇

0
二
年
夏
の
出
来
事
で
あ
る
。

勿
論
、
こ
こ
で
の
課
題
は
パ
ッ
ピ
ン
ス
の

食
べ
方
で
は
な
い
。「
目
線
を
ま
っ
す
ぐ
謙

-51- "" 



（
米
）
国
の
愧
偶
と
批
判
し
、
金
日
成
の
建

国
に
半
島
統
治
の
正
統
性
を
夢
見
る
政
治
勢

力
。
朝
鮮
戦
争
を
米
国
の
陰
謀
、
北
の
建
国

を
こ
の
世
の
楽
園
と
み
た
半
島
研
究
者
。
い

ず
れ
も
日
本
に
少
な
く
な
い
。
日
帝
時
代
の

半
島
の
被
害
者
の
発
目
で
政
敵
を
糾
弾
し
、

他
国
と
の
関
係
で
統
治
の
失
敗
を
隠
蔽
す
る

政
治
の
判
断
を
日
本
近
現
代
史
に
見
い
だ
す

事
も
難
し
く
な
い
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る

正
当
化
の
理
不
尽
さ
と
虚
し
さ
の
記
憶
に
重

な
る
セ
ク
ト
崩
壊
の
事
実
を
近
現
代
史
に
求

め
る
こ
と
も
可
能
。
韓
国
の
国
民
梢
緒
法
と

同
様
に
超
法
規
を
政
治
的
判
断
の
正
当
化
に

用
い
る
歴
史
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
他
国
の
理
不
尽
さ
へ
の
違

和
感
や
拒
否
感
を
、
々
自
国
と
自
己
の
隠
れ

た
姿
ク
が
写
し
出
さ
れ
る
鋭
と
見
る
占
自
己

省
察
の
勇
気
ク
が
五
番
目
の
原
則
で
あ
る
。

そ
し
て
、
他
国
の
国
内
の
対
立
が
自
国
の
民

に
不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
へ
の
対
処
が
第

六
の
原
則
。

「
嫌
韓
」

と
「
反
日
」
の
対
立
と
し
て
碑

国
と
日
本
の
関
係
を
総
括
さ
れ
が
ち
だ
が
、

こ
れ
は
間
迎
い
。
日
本
の
か
き
氷
と
融
合
し

た
パ
ッ
ピ
ン
ス
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
こ
れ

ほ
ど
両
国
の
人
が
行
き
交
い
、
文
化
が
融
合

国

異
文
化
理
解
そ
の
2
:：・：
対
立
編

i

圭至＿ー

虚
に
」
を
第
三
の
原
則
と
す
る
理
由
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
各
国
の
近
現
代
史
は
時
間
の
ズ
レ

を
伴
っ
て
日
本
の
近
現
代
史
と
重
な
る
。
そ

の
ズ
レ
を
工
業
化
の
遅
れ
や
前
近
代
の
残
滓

と
み
る
上
か
ら
目
線
の
払
拭
。
自
国
文
化
を

判
断
軸
か
ら
外
し
、
積
み
重
ね
ら
れ
た
民
と

文
化
の
地
を
這
う
歩
み
に
学
ぶ
五
謙
虚
ク
さ

が
、
他
国
と
の
関
係
の
授
業
づ
く
り
の
条
件

で
あ
る
。

他
方
で
、
国
の
歴
史
と
い
う
概
念
自
体
が

形
成
途
上
で
、
政
治
が
歴
史
を
創
る
国
。
政
治

権
力
の
転
換
で
建
国
の
歴
史
が
変
わ
り
、
対

立
を
前
提
に
関
係
の
仕
方
を
問
う
国
も
あ
る
。

そ
の
際
に
必
要
に
な
る
の
が
第
四
の
原
則
。

す
る
時
代
は
な
か
っ
た
。
近
現
代
史
の
創
り

手
は
政
治
権
力
者
で
は
な
く
時
代
の
先
端
を

生
き
る
若
者
と
知
る
セ
ン
ス
の
重
要
性
を
指

摘
し
て
お
こ
う
。

加
え
て
、
複
数
の
対
立
軸
（
土
俵
）
を
抱

え
る
国
を
相
手
に
す
る
場
合
は
げ
し
た
た
か

な
原
則
ク
が
必
要
。
そ
れ
を
「
内
在
的
理
解

と
複
眼
的
思
考
の
柔
軟
な
使
い
分
け
」
と
表

現

し

よ

う

。

，

．

内
在
的
と
は
相
手
の
立
場
に
立
つ
こ
と
。

こ
の
方
法
に
は
弱
点
が
。
相
手
国
に
政
権
交

代
が
あ
れ
ば
、
前
政
権
の
内
在
的
理
解
を
理

由
に
新
政
権
と
そ
の
支
持
陪
か
ら
批
判

・
排

除
さ
れ
る
。
複
数
の
立
場
の
理
解
を
臨
機
応

変
に
使
い
分
け
る
器
泣
と
度
舟
が
必
哭
な
理

由
で
あ
る
。

北
の
俊
略
を
防
ぐ
事
変
が
い
つ
の
ま
に
か

南
の
人
民
を
救
う
戦
争
に
な
り
、
前
政
権
を

支
え
た
政
治
勢
力
の
排
除
が
進
む
。
そ
の
尺

度
が
函
訊
日
の
梢
弊
ク
。
逆
に
、
現
政
権
へ

の
批
判
軸
は
ヶ
従
北
ク。

い
ず
れ
も
過
去
の

国

社
会
科
と
し
て
の
務
持

他
国
と
り
わ
け
隣
国
と
は
、
同
一
の
時
空

の
事
象
を
相
反
す
る
利
害
を
伴
っ
て
経
験
す

る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
そ
の
記
憶
が
両
国
の

近
現
代
史
の
対
立
点
と
な
り
、
事
象
の
選
択

と
意
味
づ
け
が
現
在
の
政
治
的
判
断
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
も
避
け
え
な
い
。
そ
れ
故
に
こ

そ
、
未
来
を
担
う
学
習
者
へ
の
社
会
科
授
業

づ
く
り
に
は
上
記
五
種
の
原
則
が
必
要
に
な
る
。

だ
が
他
方
で
、
自
国
の
民
の
利
益
金
守
る

視
点
か
ら
の
選
択
肢
の
準
備
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
と
り
わ
け
時
の
政
府
の
見
解
の
位

粧
づ
け
が
重
要
。
そ
の
理
由
と
背
娯
の
考
察

と
他
の
選
択
肢
へ
の
視
点
の
提
示
が
課
題
。

考
察
と
提
示
の
内
容
と
方
法
が
、
学
習
者
の

状
況
で
異
な
る
こ
と
も
付
言
し
た
い
。
自
己

の
判
断
に
責
任
を
取
る
汽
質
と
能
力
の
形
成

途
上
に
あ
る
児
鉱
生
徒
に
、
教
坦
か
ら
価
値

判
断
を
含
む
事
象
の
評
価
を
語
る
こ
と
に
禁

欲
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
原
則
か
ら
外
れ
ず
に

事
実
の
対
立
す
る
窓
味
づ
け
が
、
現
在
の
国

内
と
日
本
と
の
関
係
を
分
断
し
、
新
旧
政
権

関
係
者
に
よ
る
互
い
の
排
除
の
正
当
化
に
転

用
さ
れ
る
。
民
‘
土
的
を
装
う
法
の
恣
意
的
な

再
解
釈
の
強
弁
に
も
な
る
。
こ
の
表
現
は
、

現
政
権
を
支
持
す
る
人
た
ち
か
ら
見
れ
ば
批

判
の
対
象
に
な
る
6

他
方
、
現
政
権
の
中
心
者
は
一
九
六
0
年

代
か
ら
八

0
年
代
の
時
期
に
、
権
力
に
よ
る

取
り
締
ま
り
の
対
象
者
で
あ
っ
た
。
友
の
命

を
牢
で
奪
わ
れ
た
品
控
を
¢
止
義
ク
の
刃

で
晴
ら
す
思
い
が
読
み
取
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
表
現
は
逆
の
立
場
か
ら
批
判
さ
れ
よ
う
。

よ
門
在
的
理
解
ク
と
ょ
複
眼
的
思
考
ク
を

桑
木
軟
に
使
い
分
け
る
々
と
の
意
を
原
則
に

記
す
理
由
で
あ
る
。

し
か
し
同
時
に
、
い
ず
れ
も
日
本
が
歩
ん

だ
道
で
も
あ
る
。
こ
れ
が
第
五
の
原
則
に
。

取
り
う
る
選
択
肢
を
功
罪
、
利
害
、
得
失
等

と
と
も
に
語
る
。
こ
れ
が
社
会
諸
科
学
の
成

果
の
上
に
立
つ
社
会
科
と
い
う
教
科
の
役
割

（
買
任
）
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
政
治
と
経
済
の
領
域
で
の
利
害

得
失
、
あ
る
い
は
歴
史
と
文
化
に
起
因
す
る

独
断
と
偏
見
に
よ
る
他
国
と
の
対
立
。
こ
れ

ら
の
声
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
く
強
く
と
も
、
社

会
科
の
学
習
で
は
、
関
係
す
る
国
と
民
の
批

判
に
つ
な
が
る
言
葉
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

自
国
の
文
化
や
法
と
異
な
る
原
則
が
あ
る
こ

と
を
理
由
に
、
国
と
民
へ
の
批
判
と
非
難
、

差
別
と
排
斥
を
選
択
肢
に
お
く
授
業
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

何
よ
り
も
、
迫
害
や
拘
束
、
武
器
を
と
っ

て
の
戦
い
へ
の
選
択
肢
を
封
じ
る
こ
と
を
明

白
に
す
る
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
、
敗
戦
を
契
機

に
誕
生
し
た
社
会
科
と
い
う
教
科
の
衿
持
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
上
記
五
種
の
原
則
の
土

台
と
な
る
第
六
の
原
則
と
し
て
強
調
し
て
お

き
た
い
。

＾

瀞

岡

大
学
教
育
学
部
名
榜
教
授
＞

李
承
晩
に
よ
る
大
韓
民
同
建
国
を
美

国

他
国
を
自
国
と
自
己
の
姿
見
に
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① 最新情報で徹底解説！どうなる・どうする社会科教育

② 〈筑波大学附属小学校発〉 ． 

「主体的・対話的で深い学び」をつくる教材研究ABC

③ ICTも有効活用！

板書＆資料でよくわかる授業づくりの教科轡

④ 100万人が受けたい！見方・考え方を鍛える社会科授業 最新ネタ

⑤ 社会科で思考と感情（エンパシー）をどう育てるか

⑥ 歴史的思考力を伸ばす授業デザイン

⑦ 見方・考え方を働かせて学ぶ‘！地理授業デザイン

⑧ 小・中・高を通じて「主権者の育成」にどう取り組むか

ー教材＆授業アイデアー

⑨ 新学習指導要領全面実施直前レポート

⑩〈見方・考え方を鍛える！〉学び直す日本史歴史探究ミニツアー part2寺尾隆雄

"h"'T,
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① 「見方・考え方」の育ちをとらえる！

パフォーマンス評価でつくる社会科授業モデル

② 〈全国社会科教育学会会貝リレ一連載〉

社会科は社会とどのように関わるのか一社会に開かれた社会科とは一

③ わが県の情報 ここに「この授業あり」

小倉勝登

山下莫一

朝怠一民

河原和之

原田智仁

田尻信蛮

井田仁康

橋本康弘

澤井陽介

市川和也

岡田了祐
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